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古
稀
を
迎
え
た
福
田
友
之
氏
（
以
下
、
著
者
と
す
る
）
は
、
前
著
『
津
軽
海
峡
域
の

先
史
文
化
研
究
』（
以
下
前
著
と
略
）
に
続
い
て
『
東
北
北
部
先
史
文
化
の
考
古
学
』（
以

下
本
著
と
略
）
を
上
梓
し
た
。
標
題
を
見
て
気
づ
く
方
も
い
る
と
思
う
が
、
弘
前
大

学
人
文
学
部
文
学
科
国
史
専
攻
卒
業
で
あ
り
な
が
ら
、
著
者
は
「
先
史
」
の
言
葉
に

強
い
こ
だ
わ
り
を
有
し
て
い
る
。

　

東
北
北
部
に
お
け
る
旧
石
器
・
縄
紋
・
弥
生
（
続
縄
紋
）
か
ら
古
代
に
お
け
る
時

代
名
を
、「
先
史
」
と
す
る
時
期
区
分
の
考
え
方
は
、
山
内
清
男
の
考
え
方
を
踏
襲

し
て
い
る
。
戦
前
に
「
先
史
考
古
学
会
」
を
創
設
・
主
宰
し
て
、
一
九
七
〇
年
の
逝

去
後
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
先
史
土
器
の
縄
紋
』（
一
九
七
九　

先
史
考
古
学
会
）
の
標

題
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、「
先
史
」
の
概
念
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
日
本
考
古
学
の
泰

斗
で
縄
紋
学
の
父
・
山
内
清
男
の
影
響
力
は
大
で
あ
る
。

　

山
内
最
晩
年
の
三
年
間
は
、
著
者
が
弘
前
大
学
学
生
、
東
北
大
学
修
士
課
程
の
時

で
、
そ
の
間
に
、
岩
木
山
麓
で
表
採
し
た
石
槍
の
写
真
を
送
っ
て
縄
紋
時
代
草
創
期

の
も
の
か
鑑
定
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
交
流
を
得
て
、
今
も
そ
の
ハ
ガ
キ
や
手
紙
を

大
事
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
く
時
、
著
者
は
、
根
っ
か
ら
の
考
古
学
研
究
者

だ
と
感
じ
る
。

　

本
著
は
次
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
1
章　

お
と
し
穴
・
鯨
類

　

福
田
友
之
著

『
東
北
北
部
先
史
文
化
の
考
古
学
』

工
藤　

清
泰

　
　

第
1
節　

青
森
県
域
の
お
と
し
穴
―
円
形
の
お
と
し
穴
を
中
心
に
―
（
新
稿
）

　
　

第
2
節　

考
古
学
か
ら
み
た
中
掫
浮
石
の
降
下
年
代
（
一
部
新
稿
）

　
　

第
3
節　

下
北
半
島
尾
駮
・
鷹
架
沼
周
辺
の
溝
状
土
坑
群
（
一
部
新
稿
）

　
　

第
4
節　

竪
穴
住
居
跡
等
と
の
重
複
例
か
ら
み
た
溝
状
土
坑
の
年
代

　
　

第
5
節　

津
軽
海
峡
南
岸
域
の
先
史
鯨
類
利
用

　

第
2
章　

交
流
・
装
身
具

　
　

第
1
節　

深
浦
産
黒
曜
石
の
広
域
分
布
と
そ
の
意
味
（
一
部
新
稿
）

　
　

第
2
節　

東
道
ノ
上
（
3
）
遺
跡
の
メ
ダ
カ
ラ
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
（
新
稿
）

　
　

第
3
節　

青
森
県
域
出
土
の
ヒ
ス
イ
製
玉
類

　
　

第
4
節　

青
森
県
域
出
土
の
ヒ
ス
イ
製
玉
類
（
2
）（
新
稿
）

　

第
3
章　

祭
祀
遺
物

　
　

第
1
節　

鼻
曲
り
土
面
（
一
部
新
稿
）

　
　

第
2
節　

青
森
県
域
出
土
の
顔
面
装
飾
付
き
土
器
（
新
稿
）

　
　

第
3
節　

狩
猟
文
土
器
考

　
　

第
4
節　

狩
猟
文
土
器
再
考
―
津
軽
海
峡
域
特
有
の
絵
画
土
器
―

　
　

第
5
節　

狩
猟
文
土
器
再
々
考
（
新
稿
）

　
　

第
6
節　

青
森
県
域
出
土
の
動
植
物
意
匠
遺
物
（
一
部
新
稿
）

　

第
4
章　

青
森
県
域
の
遺
跡

　
　

第
1
節　

洞
穴
・
岩
陰
遺
跡
（
新
稿
）

　
　

第
2
節　

島
の
遺
跡

　
　

第
3
節　

津
軽
海
峡
・
小
川
原
湖
発
見
の
先
史
遺
物
（
新
稿
）

　
　

第
4
節　

北
日
本
の
山
岳
遺
跡
（
一
部
新
稿
）

　

附
編　

青
森
県
域
の
遺
構
・
遺
物
集
成
（
新
稿
）
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附
表
1　

青
森
県
域
の
お
と
し
穴
（
Ⅰ
〜
Ⅲ
）
一
覧

　
　

附
表
2　

青
森
県
域
の
溝
状
土
坑
一
覧

　
　

附
表
3　

青
森
県
域
出
土
の
ヒ
ス
イ
製
玉
類
一
覧

　
　

附
表
4　

青
森
県
域
出
土
の
動
植
物
意
匠
遺
物
一
覧

　
　

附
表
5　

青
森
県
域
の
海
底
・
湖
底
発
見
の
遺
物
一
覧
（
縄
文
・
弥
生
時
代
以
外
）

　

全
体
の
構
成
を
み
て
気
が
つ
く
点
は
、
前
著
（
書
評
は
、『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
第

一
三
七
号
に
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
）
に
な
か
っ
た
「
遺
跡
・
遺
構
論
」

が
加
わ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
新
稿
が
多
く
存
在
す
る
と
と
も
に
既
刊
論
文
を
補
訂

（
一
部
新
稿
の
部
分
）
し
た
う
え
で
各
論
考
の
現
在
的
価
値
を
高
め
て
い
る
点
で
あ

る
。
各
論
考
の
概
述
内
容
は
「
序
」
の
中
で
著
者
自
身
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

評
者
は
各
章
の
興
味
深
い
事
項
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　

第
1
章
で
は
、
考
古
学
研
究
の
上
で
メ
ジ
ャ
ー
と
は
言
い
難
い
「
お
と
し
穴
」
遺

構
を
集
成
し
て
、
そ
の
用
途
・
課
題
を
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

著
者
自
身
が
調
査
し
た
、
一
九
七
九
・
八
〇
年
の
六
ケ
所
村
・
発
茶
沢
（
1
）
遺

跡
の
溝
状
土
坑
群
と
一
九
八
一
年
の
八
戸
市
・
鶉
窪
遺
跡
の
円
形
お
と
し
穴
に
端
を

発
し
、
年
代
決
定
が
極
め
て
難
し
い
お
と
し
穴
遺
構
を
降
下
火
山
灰
や
竪
穴
住
居

（
建
物
）跡
と
の
重
複
関
係
か
ら
年
代
推
定
す
る
と
と
も
に
、
分
布
状
況
も
精
査
す
る
。

第
1
〜
4
節
に
お
け
る
成
果
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
節
を
読
了
後
、
課
題
提
示

は
し
か
た
が
な
い
と
し
て
も
、
お
と
し
穴
の
成
立
原
因
や
地
域
性
の
有
無
（
例
え
ば
、

安
藤
広
道　

一
九
九
三　
「
陥
し
穴
猟
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
」『
新
視
点
日
本
の
歴
史
第

1
巻
』
新
人
物
往
来
社
な
ど
）
に
踏
み
込
む
部
分
も
欲
し
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
率
直

な
印
象
で
あ
っ
た
。

　

第
2
章
で
は
、
交
流
・
装
身
具
の
中
で
、
深
浦
産
黒
曜
石
の
広
域
分
布
を
提
示
し

た
こ
と
、
そ
し
て
東
道
ノ
上
（
3
）
遺
跡
出
土
の
メ
ダ
カ
ラ
ガ
イ
の
搬
入
ル
ー
ト
を

推
測
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
ヒ
ス

イ
玉
の
集
成
と
交
易
研
究
に
注
目
し
た
い
。

　

黒
曜
石
の
産
地
同
定
は
、
前
著
書
評
に
も
示
し
た
通
り
一
九
八
〇
年
代
か
ら
活
発

化
す
る
が
、
著
者
は
深
浦
産
黒
曜
石
が
後
期
旧
石
器
か
ら
縄
紋
時
代
草
創
期
に
か
け

て
、
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
た
富
山
県
南
砺
市
立
美
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
広
域
分
布
の
意
味
を
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
レ
ン
フ
リ
ュ
ー
の
交
換
モ
ー
ド
を

意
識
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
こ
の
時
期
か
ら
「
北
日
本
各
地
や
日
本
海
沿
岸
で
は
、

各
地
域
間
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
」
と
考
え
、
後
の
ヒ
ス
イ
流
通
に

つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
斎
藤
岳
が
現
在
ま
で
の
黒
曜
石
分
析
を
総
括
（
斎
藤

岳　

二
〇
一
七
「
青
森
県
の
黒
曜
石
研
究
」『
研
究
紀
要
第
二
十
二
号
』
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
）
し
て
い
る
中
で
も
、
著
者
の
論
説
に
変
更
要
因
が
な
い
こ
と
は
、
著

者
の
熟
考
を
示
す
も
の
と
し
て
特
筆
で
き
る
。

　

メ
ダ
カ
ラ
ガ
イ
は
、
前
著
第
Ⅳ
章
に
後
続
す
る
貝
文
化
の
追
求
で
あ
る
。
著
者
は

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
本
県
海
岸
の
沿
岸
部
を
自
ら
の
足
で
歩
き
、
貝
類
生
息
調
査

を
行
っ
た
う
え
で
、
貝
塚
出
土
の
貝
類
の
交
易
問
題
を
考
え
た
と
聞
い
て
い
る
。
本

県
の
長
い
海
岸
線
の
ど
こ
に
行
け
ば
メ
ダ
カ
ラ
ガ
イ
が
採
集
で
き
る
か
、
そ
の
問
題

意
識
の
も
と
に
生
息
確
認
ま
で
一
〇
年
以
上
に
亘
っ
て
本
県
の
海
岸
を
歩
い
た
。
著

者
は
、
ま
さ
し
く
縄
紋
人
の
行
動
体
験
を
通
し
て
縄
紋
人
と
会
話
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

ヒ
ス
イ
に
関
し
て
は
、
県
内
出
土
総
数
の
半
数
近
い
図
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
、

三
内
丸
山
遺
跡
出
土
の
円
球
・
円
盤
形
の
大
珠
を
「
三
内
丸
山
型
大
珠
」
と
仮
称
・

区
分
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
本
県
ヒ
ス
イ
研
究
に
資
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
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が
、
東
北
北
部
の
縄
紋
人
が
ヒ
ス
イ
を
志
向
し
た
意
味
を
、
従
来
の
硬
質
装
身
具
・

再
生
・
魔
除
け
・
ス
テ
イ
タ
ス
論
に
加
え
て
、
著
者
は
、
白
地
に
青
の
ヒ
ス
イ
色
を

冬
（
雪
の
白
）
か
ら
春
（
青
）
を
待
つ
雪
国
人
の
心
情
や
願
望
に
重
ね
合
わ
せ
る
情
緒

的
思
考
も
持
っ
て
い
る
。

　

第
3
章
で
は
、
祭
祀
遺
物
の
中
で
「
鼻
曲
り
土
面
」・「
顔
面
装
飾
付
き
土
器
」・「
狩

猟
文
土
器
」
の
集
成
と
各
種
課
題
を
提
示
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
祭
祀
遺
物

は
人
に
よ
っ
て
見
方
が
違
う
。

　

異
貌
の
土
面
で
あ
る
「
鼻
曲
り
土
面
」
五
点
の
資
料
提
示
と
、
機
能
・
用
途
・
年

代
等
に
関
し
て
の
考
察
は
、
甲
野
勇
以
来
の
学
史
的
検
討
か
ら
始
ま
り
、
変
身

（M
etam

orphosis

）
と
い
う
人
類
の
基
層
心
理
に
及
ぶ
。
こ
こ
で
も
体
験
考
古
学

研
究
者
ら
し
く
実
際
に
土
面
を
製
作
し
て
実
用
・
非
実
用
性
を
検
証
し
た
う
え
で
、

仮
面
と
土
面
の
違
い
を
明
確
に
し
て
、
文
化
人
類
学
・
民
俗
学
の
事
例
を
参
考
に
し

て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
土
面
は
、「
一
定
の
墓
域
を
象
徴
し
た
り
悪
霊
か
ら
守
護

す
る
機
能
を
持
っ
た
も
の
」
で
葬
送
儀
礼
に
関
連
す
る
遺
物
と
考
え
、
縄
紋
時
代
晩

期
中
頃
（
大
洞
C1
〜
C2
式
土
器
の
頃
）
の
製
作
と
推
測
す
る
。

　
「
顔
面
装
飾
付
き
土
器
」
と
呼
称
し
た
遺
物
は
、
学
史
的
検
証
を
踏
ま
え
て
集
成

し
、
県
内
三
十
五
遺
跡
と
七
十
八
点
の
遺
物
を
提
示
す
る
。
縄
紋
時
代
中
期
・
後

期
・
晩
期
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
精
霊
（
カ
ミ
）
の
顔
を
表
し
た
も
の
で
、

土
器
の
内
容
物
で
あ
る
食
物
な
ど
を
魔
物
か
ら
守
る
魔
除
け
の
意
味
が
あ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
祭
祀
・
儀
礼
の
場
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。

　
「
狩
猟
文
土
器
」
に
関
し
て
は
、
分
布
域
は
宮
城
・
山
形
両
県
を
除
く
福
島
県
か

ら
津
軽
海
峡
域
ま
で
と
し
て
、
発
生
地
を
特
定
出
来
な
い
状
況
と
結
論
づ
け
る
。
た

だ
し
、
類
例
の
増
加
と
と
も
に
、
そ
の
図
象
の
中
で
縄
紋
時
代
を
代
表
す
る
遺
物
・

石
鏃
を
装
着
す
る
道
具
《
狩
猟
具
》
で
あ
る
弓
矢
の
紋
様
と
狙
う
獲
物
の
紋
様
（
動

物
文
）
の
ほ
か
に
、
と
り
わ
け
樹
木
文
に
注
目
す
る
。
樹
木
文
は
、
文
化
人
類
学
の

成
果
に
学
ぶ
と
汎
世
界
的
に
み
ら
れ
る
「
世
界
樹
」
の
図
象
と
み
て
よ
く
、
縄
紋
時

代
の
巨
木
信
仰
の
成
立
を
背
景
に
出
現
し
た
と
考
え
た
。
特
に
、
日
本
民
藝
館
所
蔵

の
狩
猟
紋
土
器
を
研
究
書
に
掲
載
し
た
の
は
初
め
て
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
土
器
の
掲

載
は
、
早
く
か
ら
そ
の
所
在
を
指
摘
し
教
示
い
た
だ
い
て
い
た
恩
師
・
芹
沢
長
介
氏

へ
の
学
恩
に
報
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
三
点
の
土
製
品
・
土
器
意
匠
を
考
察
す
る
姿
勢
と
し
て
、
文
化
人
類
学
や

民
俗
学
の
事
例
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
考
古
学
が
単
純
に
「
モ
ノ
」
だ
け
で
は

な
く
「
コ
ト
」
ま
で
も
追
求
す
る
学
問
領
域
で
あ
る
こ
と
を
著
者
自
身
が
示
し
て
お

り
、
モ
ノ
の
集
成
と
コ
ト
の
解
釈
は
後
輩
研
究
者
に
向
け
た
贐

は
な
む
け

で
あ
る
と
実
感
す

る
。
た
だ
し
、
記
述
の
関
係
と
は
言
え
、
同
じ
章
内
に
同
一
の
図
版
が
重
複
す
る
こ

と
に
違
和
感
を
有
し
た
の
は
評
者
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

第
４
章
で
は
、
洞
穴
・
岩
陰
遺
跡
、
島
の
遺
跡
、
山
岳
遺
跡
と
い
う
こ
れ
ま
た
マ

イ
ナ
ー
な
遺
跡
を
集
成
し
て
、
な
ぜ
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
の
か
と
追
及
す
る
姿
勢
、

そ
し
て
津
軽
海
峡
・
小
川
原
湖
に
沈
む
水
中
遺
跡
を
提
示
し
て
、
今
後
の
水
中
考
古

学
の
奮
起
を
促
す
点
を
評
価
し
た
い
。
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
逸
話
を
一
つ
。

　

第
2
節
の
島
の
遺
跡
で
は
、
青
森
市
浅
虫
の
湯
ノ
島
を
紹
介
し
て
い
る
。
記
述
の

通
り
カ
タ
ク
リ
を
見
る
た
め
に
渡
島
し
て
遺
物
を
採
集
、
後
日
市
教
委
の
メ
ン
バ
ー

と
確
認
調
査
を
し
て
い
る
時
、
た
ま
た
ま
「
道
の
駅
・
湯
ー
さ
浅
虫
」
に
友
人
と
行
っ

て
い
た
著
者
夫
人
は
、
4
階
展
望
風
呂
か
ら
、
島
の
海
岸
で
動
き
ま
わ
る
市
教
委
職

員
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
著
者
が
い
る
の
を
す
ぐ
見
つ
け
、
眺
め
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
書
評
で
は
あ
る
が
著
者
の
行
動
を
注
視
し
て
い
た
夫
人
に
拍
手
を
送
り
た
い
。
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最
後
に
、
評
者
が
数
え
た
巻
末
の
引
用
文
献
数
は
七
〇
七
点
、
附
表
1
〜
4
の
引

用
文
献
数
は
一
〇
七
一
点
あ
り
、
重
複
が
存
在
し
た
と
し
て
も
文
献
を
開
い
て
確
認

し
た
数
は
二
〇
〇
〇
回
以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
著
者
の
姿
勢
は
、
辛

抱
ま
た
は
鍛
錬
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、「JO

M
O
N

」
は
「JŌ

M
O
N

」・

「JO
U
M
O
N

」
と
す
べ
き
と
頑
固
お
や
じ
の
側
面
も
有
す
る
。
あ
と
が
き
に
あ
る

「
生
来
の
天
邪
鬼
」
な
考
古
学
研
究
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

本
著
は
、
青
森
県
考
古
学
に
お
い
て
若
手
研
究
者
に
奮
起
を
促
す
研
究
集
成
で
あ

る
と
と
も
に
、
自
ら
が
資
料
集
成
の
踏
み
台
に
な
ろ
う
と
す
る
強
い
決
意
を
感
じ
さ

せ
る
著
書
で
あ
る
。（

Ｂ
5
判
、
三
〇
〇
頁
、
本
体
一
一
〇
〇
〇
円
＋
税
、
同
成
社
）

（
く
ど
う
・
き
よ
ひ
と　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
会
員
）


